南高同窓会の皆様
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　10月（第155回）文化フォーラム（俳句の会）実施報告
　　　　　　　　　　　　　　　　2020年11月1日
　　　　　　　　　　幹事：鶴岡道夫
　未だ終息しないコロナの為、秋の句会も紙上句会といたしました。
10月24日に締め切り、23名の投句があり30日選句締め切りで纏めました。
年に4回の句会ですが、目を見張る上達をされた方もいます。
神野昭子選
　知床の川に競ひて鮭のぼる　　　　　　和夫
　枝豆の莢の固さや食ひおさめ　　　　　卓
　燕去ぬ山の頂海超えて　　　　　　　　政紀
　柿紅葉庭を掃く手の止まりけり　　　　恵子
　去ぬ燕南離宮は遠かろな　　　　　　　道雄
　七十年不戦の空や鳥渡る　　　　　　　直樹
　秋燕の確か羽音か風の音　　　　　　　礼子
　手折るなよそのまま山に杜鵑草　　　　文江
　近道の吊り橋渓の紅葉狩　　　　　　　冨貴江
　朝焼けをパンの匂や秋燕　　　　　　　泰男
　嵯峨野路の葉擦れの音や竹の春　　　　環
　香煙も供花もむらさき秋彼岸　　　　　ひろ子
　霧深き身延の山や奥の院　　　　　　　幹
　写経堂墨する音や秋しずか　　　　　　宜子
　子の笑顔大きさ競ふ芋の秋　　　　　　道夫
　水琴窟滴弾くや今朝の秋　　　　　　　千秋
　紫峰行き白峰迎えん秋の空　　　　　　等
　無花果の実のはじけたり空家札　　　　由美
　秋燕や香煙淡き鄙の墓　　　　　　　　人
　乳牛の鳴き声長し秋燕　　　　　　　　誠一
　玻璃越しに睨みきかせるいぼむしり　　幸宏
　一葉の住みし路地裏秋燕　　　　　　　いづみ
　秋燕山居倉庫の欅道　　　　　　　　　昭子

今回の最高点は
　　　憂きことを花野の風に流しけり　　ひろ子
次回の兼題は『羽子板市』。参考までに「羽子板」は新年の季語です。
次回1月23日の冬の会は、星陵会館で開催予定です。1週間前までに投句し
ていただき、当日は選句からスタートします。　　　　　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

